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２
０
２
５
年
度
の
第
１
１

８
回
日
展
の
第
五
科
（
書
）

で
、
文
学
部
の
松
尾
治
（
号
・

鴻
）
准
教
授
が
初
出
品
し
新

入
選
し
た
。

　
日
展
は
日
本
で
最
も
社
会

的
知
名
度
が
高
く
権
威
あ
る

公
募
展
。
今
年
度
、
書
部
門

に
は
９
０
５
９
点
の
応
募
が

あ
り
、
入
選
は
１
１
３
６
点
、

こ
の
う
ち
新
入
選
は
１
７
２

点
だ
っ
た
。

　
松
尾
准
教
授
の
作
品
は

「
兆
載
」。
長
い
年
月
と
い
う

意
の
言
葉
。
羊
毛
超
長
鋒
と

淡
墨
を
使
用
し
幽
玄
な
世
界

観
を
表
現
し
て
い
る
。

　
松
尾
准
教
授
は
、
本
学
文

学
部
新
設
（
１
９
６
６
年
）

の
際
、
教
授
と
し
て
迎
え
ら

れ
た
手
島
右
卿
（
文
化
功
労

者
、
１
９
０
１
〜
87
年
）
の

流
れ
を
く
む
書
家
。
手
島
が

創
設
し
、
仲
川
恭
司
本
学
名

誉
教
授
が
会
長
を
務
め
る

（
公
財
）独
立
書
人
団
の
理
事

で
あ
り
、
日
本
博
「
東
京
２

０
２
０
五
輪
書
展
」（
主
催
・

文
化
庁
ほ
か
）
の
実
務
委
員

（
展
示
主
任
）
を
務
め
る
な

ど
、
書
道
界
で
広
く
活
躍
し

て
い
る
。
本
学
に
は
２
０
１

６
年
、
准
教
授
と
し
て
就
任

し
、
日
本
文
学
文
化
学
科
の

「
書
道
」
、
教
職
課
程
の「
書

道
科
教
育
法
」
を
担
当
。

　「
こ
れ
ま
で
は
自
分
の
作

品
を
深
め
る
こ
と
に
集
中
し

て
い
た
が
、
次
世
代
に
日
本

の
書
の
文
化
を
伝
え
な
け
れ

ば
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ

て
き
た
。
日
本
の
書
の
粋
を

究
め
る
場
で
あ
る
日
展
を
通

じ
て
、
よ
り
多
く
の
人
に
書

へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

た
ら
と
一
念
発
起
し
出
展
し

た
」
と
語
る
松
尾
准
教
授
。

入
選
作
は
「
筆
墨
硯
紙
を
吟

味
し
現
代
書
と
し
て
精
一
杯

表
現
し
た
」
と
い
う
。

　
書
道
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
財
登
録
に
向
け
て
の
動
き

が
進
ん
で
い
る
。
松
尾
准
教

授
は
「
新
し
い
書
の
姿
を
探

り
、
書
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
表
現
者
や
研
究
者

と
語
り
合
い
た
い
」
と
の
思

い
を
強
く
し
て
い
る
。

新
入
選

文
・
松
尾
准
教
授

（
号
・
鴻
）

日
展

第
五
科（
書
）

入選作品「兆載」

松
尾
准
教
授
（
号
・
鴻
）

　
２
０
２
４
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
で
は
、
最
大
４
㍍
の
海
岸
隆
起

や
、
砂
浜
が
２
０
０
㍍
も
広
が
る
事
例
な

ど
、
海
岸
環
境
の
大
規
模
な
変
化
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
究
に
あ
た
る
の
は
私
を
含
め
８

人
で
、
全
員
が
日
本
海
岸
林
学
会
に
所
属
し

ま
す
が
、
専
門
分
野
は
異
な
り
ま
す
。
地
震

後
す
ぐ
緊
急
調
査
を
行
い
、
そ
の
知
見
を
生

か
し
て
地
域
に
ど
う
貢
献
で
き
る
か
を
考
え

た
こ
と
が
、
研
究
の
出
発
点
で
し
た
。
砂
浜

の
拡
大
に
よ
り
、
砂
が
民
家
や
畑
に
飛
散
す

る
「
飛
砂
害
」
が
懸
念
さ
れ
、
対
応
が
急
が

れ
ま
す
。
ま
た
、
海
岸
景
観
の
変
化
は
住
民

の
海
へ
の
意
識
に
も
影
響
し
、
こ
れ
ま
で
の

距
離
感
が
揺
ら
い
で
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
広
が
っ
た
砂
浜
は
住
民
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
観
光
資
源
と
し
て
期
待
も

で
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
自
然
科
学
と
社
会
科
学
の
両
面

か
ら
、
海
岸
環
境
の
調
査
や
住
民
意
識
の
分

析
を
行
い
、
防
災
・
環
境
保
全
・
地
域
社
会

の
発
展
の
未
来
像
を
検
討
し
ま
す
。
人
口
減

少
や
高
齢
化
等
の
課
題
を
抱
え
る
被
災
地

で
、「
地
域
と
自
然
が
い
か
に
共
生
で
き
る

か
」
を
探
る
こ
と
が
本
研
究
の
核
心
で
す
。

　
私
は
森
林
の
多
面
的
機
能
の
評
価
を
専
門

と
し
、
海
岸
林
を
軸
に
、
防
災
や
観
光
な
ど

人
と
の
関
わ
り
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
海

岸
林
は
潮
風
や
飛
砂
を
防
ぐ
た
め
に
つ
く
ら

れ
た
、「
自
然
と
社
会
の
共
生
」
の
一
例
で

す
。
本
研
究
で
は
社
会
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
聞
き
取
り
調
査
等
を
担
当
し
、
地
元

報
告
会
も
開
催
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な

海
岸
環
境
の
保
全
と
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
考
え
な
が
ら
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

能登半島地震で変化した
　　　海岸環境と住民との新たな共生

（
お
か
だ
・
み
の
る
）
北
海
道
大
学
大
学
院
農

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
農

学
）。
専
門
分
野
は
海
岸
林
、
景
観
、
観
光
、

統
計
分
析
。
著
書
に
『
海
岸
林
維
持
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
』
な
ど
。

岡
田

穣

商
学
部
教
授

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

　11月10日、馬塲杉夫学長が母校の慶應義塾大学の三田キャンパス（東京

都港区）に赴き、伊藤公平塾長を表敬訪問した。両大学の歴史的なつなが

りは1880年の本学創立以前から続く。今回の訪問では、大学のガバナンス、

国際交流、スポーツなど大学を取り巻く環境や運営について情報交換を行

い、馬塲学長は「さまざまな形で連携を模索していきたい」と話した。

　
大
学
院
経
済
学
研
究
科
と

社
会
科
学
研
究
所
が
共
催
す

る
政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
今
後
の
科
学
技
術
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
と
関
係
機

関
の
役
割
」
が
11
月
７
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
大
学
や
行
政
関
係
者
５

氏
（
う
ち
３
氏
が
社
会
科
学

研
究
所
客
員
研
究
員
）
と
本

学
経
済
学
研
究
科
の
教
員

が
、
日
本
の
科
学
技
術
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
現
状

と
課
題
、
今
後
の
方
向
性
な

ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　
基
調
講
演
で
東
北
大
学
総

長
特
別
顧
問
で
経
済
産
業
省

特
別
顧
問（
科
学
技
術
担
当
）

の
大
野
英
男
氏
は
「
大
学
の

研
究
は
停
滞
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
だ
」
と
、
研
究
、
大

学
運
営
の
両
面
か
ら
日
本
の

大
学
が
置
か
れ
て
い
る
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
語
っ
た
。

研
究
力
を
育
む
環
境
と
し
て

「
人
材
、
安
定
し
た
ポ
ス
ト
、

基
盤
的
研
究
費
、
研
究
イ
ン

フ
ラ
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
研
究

時
間
」
が
重
要
だ
と
し
、「
研

究
大
学
と
し
て
必
要
な
こ
と

は
国
際
的
卓
越
性
で
あ
り
、

社
会
と
と
も
に
発
展
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
結
ん
だ
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
中
村
吉
明
経
済
学
研
究

科
・
経
済
学
部
教
授
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
政
府
、

大
学
、
国
立
研
究
開
発
法
人

が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い

て
、
提
言
が
な
さ
れ
た
。

佐
藤

純
太
さ
ん

（
令
６
）

金
子

ま
ゆ
は
さ
ん

（
令
５
）

旦
正
項
謙
さ
ん

（
令
７
）

雄
山

智
さ
ん

（
令
７
）

兵
頭

和
貴
さ
ん

（
既
修
３
年
次
）

若
林

奈
美
さ
ん

（
令
７
）

※
カ
ッ
コ
内
は
修
了
年
、
ま
た
は
在

学
年
。
こ
の
ほ
か
に
１
人
が
合
格
し

て
い
る
。

司法試験 合格者の皆さん

　
立
教
大
学
卒
業
後
、
広
告
会
社
を

起
業
し
、
司
法
試
験
と
は
無
縁
の
生

活
を
し
て
い
ま
し
た
。
法
曹
の
道
を

意
識
し
始
め
た
の
は
30
歳
を
過
ぎ
た

頃
か
ら
。
キ
ャ
リ
ア
を
見
つ
め
直
す

な
か
で
、「
手
に
職
を
つ
け
、
生
涯

続
け
ら
れ
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
考

え
、
会
社
経
営
と
並
行
し
て
司
法
試

験
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

　
学
修
を
開
始
し
た
２
０
２
２
年
秋

の
時
点
で
法
律
の
知
識
は
ほ
ぼ
ゼ

ロ
。
当
初
は
予
備
試
験
合
格
を
目
指

し
て
通
信
講
座
を
受
講
し
た
も
の

の
、
思
う
よ
う
な
成
果
が
あ
が
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
方
針
を
転
換

し
、
24
年
に
専
修
大
学
法
科
大
学
院

に
入
学
し
ま
し
た
。

　
仕
事
と
試
験
勉
強
の
両
立
、
特
に

課
題
の
提
出
が
重
な
る
時
期
は
大
変

で
し
た
が
、
Ａ
Ｉ
な
ど
も
有
効
活
用

し
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
学
修
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
多
少
の
こ

と
で
は
動
じ
ず
、
常
に
平
常
心
で
臨

め
た
の
は
、
社
会
人
と
し
て
の
経
験

値
が
生
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
少
人
数
の
た
め
、
厳
し
く
も
親
身

な
教
員
か
ら
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
ら
れ
る
点
が
専
大
法
科
の
良
い
と

こ
ろ
で
す
。
授
業
時
間
外
に
も
答
案

の
添
削
な
ど
を
し
て
も
ら
い
、
短
期

間
で
確
実
に
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
後
目
指
す
の
は
「
企
業
の
成
長

を
多
方
面
か
ら
支
え
ら
れ
る
弁
護

士
」。
法
律
は
も
ち
ろ
ん
、
広
告
業

で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
集

客
や
ウ
ェ
ブ
戦
略
な
ど
の
面
で
も
支

援
で
き
る
弁
護
士
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

兵頭 和貴さん

会社経営と勉強を両立

合
格
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

馬
塲
学
長
（
右
）
と
伊
藤
塾
長

馬
塲
学
長

慶
大
を
表
敬
訪
問

今後への提言を行ったパネルディスカッション

政策科学シンポジウム政策科学シンポジウム
科学技術・イノベーション政策 検証

最終講義のご案内
■ 増田 英敏 法学部教授

１月10日（土） 14：00～ 神田１００９２教室
■ 宮嵜 晃臣 経済学部教授

１月15日（木） 10：45～ 生田１１４教室
■ 広瀬 裕子 人間科学部教授

１月22日（木） 10：45～ 生田１０２０９教室
■ 松尾 容孝 文学部教授

１月22日（木） 14：50～ 生田４２６教室
■ 深澤 民司 法学部教授

１月23日（金） 16：35～ 神田３０２教室

都合により
お写真は掲載
致しません

都合により
お写真は掲載
致しません

都合により
お写真は掲載
致しません

都合により
お写真は掲載
致しません

都合により
お写真は掲載
致しません

都合により
お写真は掲載
致しません




